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では，知識の修正作業時間を従来の約 6 分の 1 に短縮できている。
以上のように，本研究は対象とした 3 つの課題のそれぞ、れにおいて有意の支援効果をもた令らすものであ
り，また知識処理手法としても新しい工夫が採り入れられている乙とに鑑み，工学博士の学位論文として
価値あるものと認める。
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